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シェイクスピアの修辞法に関する一考察
一Henry　the　Sixth　Part　77zreeに見る反復表現について
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はじめに
　前回、前々回のHenry　the　Sixth　Part　One（以下1H6），Part　Two（以下2H6）に続き、
この三部作の最終作1）であるPart　Three（以下3H6）における様々な反復表現について、
前2作と比較しつつ、観察および分析する。
1．Alliteration
　3H6は全3217行2）が全て韻文（blank　verse）で書かれているため、韻文での用例のみ
1H6，2H6と比較する。　Table　laから明らかなように、頭韻使用の割合は前2作にくらべ、
lH6の4％、2H6の4％に比べ2．6％と減少していることが分かる。（1H6，2H6では24～25
行に1回、3H6では38行に1回の割合）またTable　lbより、頭韻の発生は、破裂音
（plosive）では／p／，／b／，／k／など、摩擦音（fricative）では／f／，／δ／，／s／など、鼻音（nasal）
の／m／や側音（latera1）の／1／など、また半母音（semi－vowel）の／w／などの環境において
多く見られることが分かる。最も多く発生しているのは／f／においてである。これらの
特性については、前2作とほぼ同様の傾向といえる。以下、1行中に現れる2、3、4回の
頭韻の各例を示す。
Table　la．三部作におけるalliterationの頻度比較
反復回数 2 3 4 Tbtal
1H6（2931行）100（86．2） 16（13．8） 0 116
2H6（3355行） 96（68．6） 43（30．7） 1（0．7） 140
3H6（3217行） 69（78．4） 22（25．9） 1（0．7） 85
’（）内は各作品の全alliteration用例数に占める％　（用例個所については本論末のFS参照）
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Table　lb．3H6のalliterationの環境
P b t d k 9 f
? 6 S m 1 W
2 5 3 1 3 4 1 7 3 4 4 8 5 7
3 0 4 0 1 1 1 4 1 1 3 1 0 3
4 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0
π～）tal 5 7 1 4 5 2 12 4 5 7 9 5 10
（1）　LVar．　And　now，　to　add　more　measure　to　your　woes，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H62．1．105）
（2）　K．　Hen．　Be　blind　with　tears，　and　break　o’ercharg’d　with　grief．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H62．5．78）
（3）　Edw．　That　wash’d　his　father°s　f（）rtunes　forth　of　France，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H62．2．157）
2．Rhyme
　lH6：98例、2H6：32例に対して3H6では33例が見られた。（引用箇所については本論末
のFS参照。）このうち5例は、登場人物のセリフで幕場の最後を知らせる例である。こ
れは3H6の1幕～5幕までの全28場中3＞、平均5～6回の割合で用いられており、幕場の終
りに必ずしもrhyme－endingが用いられていないことも示す。　Rhymeの発生環境につい
ては、／est／が3回、／e∂／，／e［／，／ait／，／aun／などで2回、その他tray，　mind，　heart，　honorably，
crown，　sorrow，　loyalty，　roomなど同一語の繰り返しによるものなどが見られ、特にどの
環境で多く発生していると断言することはできない。以下、代表例を示す。
（4）　Glou．　Clarence，　thy　turn　is　next，　and　then　the　rest，
Counting　myselfbut　bad　till　1　be　best，　　（3H65．6．90－91）
（5）　WVar．　Richard，　be　Duke　of　Gloucester．　Now　to　London
To　see　these　honors　in　possession．　Exeunt．（3H62．6．109－110）
3．Anapllora
　下のTable　3aに見られるように、　IH6、2H6に比べanaphora（首句反復）4）の例が飛躍
的に多く用いられているのがわかる。（引用箇所については本論末のFS参照。）
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Table　3a．
2 3 4 5 8 τbtal
lH6 17 3 0 1 0 21
2H6 14 10 2 2 0 28
3H6 51 18 5 0 1 75
Table　3b．
And％ Or So MyOurHisHer 1 Sub． Vbc． Others
2 17 3 2 1 2 3 3 1 0 6 0 7
3 4 2 0 1 0 0 1 1 2 0 1 5
4 1 0 2嘩 1 0 0 0 0 0 0 0 1
8 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0
TbtaI22 5 4 4 2 3 4 2 2 6 1 13
’norの例
　またTable　3bから明らかなように、首句反復で多く用いられる要素として接続詞and，
or，　soを始め、不定詞を導くtoが見られる。また登場人物名を複数行で繰り返す例も6例
と他の要素に比べ多く用いられていることが分かる。他に疑問文がこの要素として用い
られている例が4例見られる。以下、これらの代表例を示す。
（6）　Rat．　And　so　he　walks，　insultillg　o’er　his　prey，
　　And　so　he　comes　to　rend　his　limbs　asunder．　（3H61．2．14－15）
（7）Son．　Was　ever　son　so　ru’d　a　father’s　death？
　　Fath．　Was　ever　father　so　bemoan’d　his　son？
　　KH8π．　Was　ever　king　so　griev’d　f｛）subjects’　woe？（3H62．5．109－ll1）
（8）　K．　Hen．　Tlle　red　rose　and　the　white　are　on　his　face，
The　fatal　colors　of　our　striving　houses；
The　one　his　purple　blood　right　well　resembles，
The　other　his　pale　cheeks，　methinks，　presenteth．（3H62．5．97－100）
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．Shakespeareの全作品の中でもanaphoraの例としては最長の例のひとつと思われるも
のが3H6において見られたので付記しておく。3回のTo＿，4回のHow　many＿の後、　So
many．．．が7回（最後のSo　minutes以下を含むと8回）、合計14行の首句反復を角いて作者
は「楽園の夢」をヘンリー6世に語らせている。
K．Herz．　O　God！Methinks　it　were　a　happy　life
To　be　no　better　than　a　homely　swain，
To　sit　upon　a　hill，　as　I　do　now，
To　carve　out　dials　quaintly，　point　by　point，
Thereby　to　see　the　minutes　how　they　run：
How　many　makes　the　hour釦ll　complete，
How　many　hours　brings　about　the　day，
How　many　days　will　finish　up　the　year，
How　many　years　a　mortal　man　may　live．
When　this　is　known，　then　to　divide　the　times：
So　many　hours　must　1　tend　my　flock，
So　many　llours　must　I　take　my　rest，
So　many　hours　must　1　contemplate，
So　many　hours　must　1　sport　myself，
So　many　days　my　ewes　have　been　with　young，
So　many　weeks　ere　the　poor　fools　will　ean，
So　many　years　ere　I　shear　the　fleece：
So　minutes，　hours，　days，　months，　and　years，
Pass’d　over　to　the　end　they　were　created，
Would　bring　white　hairs　unto　a　quiet　grave．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H62．5．22－38）
4．Repetition
　語、句、文単位の1行～複数行中の様々な要素を含む繰り返しについては、今回、201
例が見られた（首句反復の17例を含む）。これはIH6の1i4例、2H6の96例をはるかに多
く上回っている。　反復回数を語、句、文単位ごとに前2作と比較すると以下の各Table
に見られるとおりである。
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4．1．単語（word）の反復
Table　4a．語（word）単位の反復（韻文例のみ）
反復回数 2 3 4 5 T）tal
1∬6 29 18 3 0 50
2∬6 17 26 6 2 51
3β6 23 30 5 0 58
（9）Thou　factious　Duke　of　York，　descend　my　throne，
　　And　kneel　for　grace　and　mercy　at　my　feet：（3H61．1．75）
（10）　Lord　George　your　brother，　Norfolk，　and　myself
　　In・haste，．．．　are　come　to　joirl　with　you；（3H62．1．138）
（11）In　them　I　trust，　for　they　are　soldiers，
　　Witty，　courteous，1iberal，　fU11　of　spirit．（3H61．2．43）
Table　4b．句（phrase）単位の反復（韻文例のみ）
反復回数 2 3 4 5 1btal
1∬6 40 12 1 0 53
2∬6 1 13 1 0 15
3∬6 25 29 0 1 55
42．句（phrase）の反復
　Table　4b．に見るとおり、3H6の2回の反復は1H6の約半分であるが、逆に3回の反復は
前2作の倍以上増えている。句の種類別では、名詞句がもっとも多く、2回の例が14、3
回の例が15、動詞句では2回が6例、3回が8例、また5回の例も1例見られる。前置詞句
でも2回の例が5例、3回の例が6例ずつ観察された。各例については以下のとおり。
（12）　K．Edva，　But　stay　thee，’tis　the　fruits　of　love　I　1皿ean．
　　L，Grey．　The　fim’ts　of　love　1　mean，＿　（3H63．2．58－59）
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（13）　War．　Their　weapons　like　to　lightning　came　and　went；
　　　Our　soldiers’s，　like　the　night－owl’s　lazy　flight，
　　　Or　li］ke　an　idle　thresller．。．　　（3H62。1．129－131）
（14）KEdw、　Now，　Warwick，　wilt　thou　ope　the　citygates，
　　　Speak　gentle　words　and　humbly　bend　thy　knee，
　　　Call　Edward　king　and　at　his　hands　beg　mercy？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H65．1．21－23）
4．3．文・節（sentence／clallse）の反復
Table　4c．文・節（sentence／clause）単位の反復（韻文例のみ）
反復回数 2 3 4 5 Tbtal
一1、σ6 17 12 1 0 30
2∬6 9 16 2 0 27
3∬6 29 25 1 0 55
　文単位の反復も前2作に比べ、大量に使われていることがわかる。3H6の2回の反復例
のうち9回、3回の反復例のうち3回は疑問文、感嘆文などの例が見られる。各例につい
ては以下のとおり。（18）の例では一見、同一構造の文が2回ずつの反復のように見える
が、King　EdwardとLady　Greyの2行ずつの掛け合いが合計3回の反復を形作っているこ
とがわかる。
（15）g．Mar．　What，　was　it　you　that　would　be　England’s　king？
　　　Was°t　you　that　revell’d　in　our　parliament，．．．？　（3H62．1．70－71）
（16）Fath．　Wllat　stratagems！How　fell！How　butcherly！（3H62．5．89）
（17）Son．　How　will　my　lnother　for　a　father’s　death
　　　Take　on　with　me，　and　ne°er　be　satisfied！
　　　Fath．　How　will　my　wife　for　a　slaughter　of　my　son
　　　Shed　seas　of　tears，　and　neter　eb　satisfied！
　　　K．　Hen．　How　will　the　country　for　these　woefu1　chances
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Methinl〈the　King，　and　not　be　satisfied！（3H62．5．103－108）
（18）K，Edva．　To　tell　thee　plain，　I　aim　to　lie　with　thee．
　　　　五．Gre　1．　To　tellyou　plain，1　had　rather　lie　in　prison．．
　　　　KEdw．　Why　then　thou　shalt　not　have　thy　husband’slands．
　　　　L，G吻．　Why　then　mine．honesty　shall　be　my　dower，＿
　　　　K．　Edw．　Therein　thou　wrong°st　thy　children　mightily．
　　　　L．G吻．　Herein　your　Highness　wrongs　bo七h　them　and　me．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H63．268－75）
5．Parison
　Parison（類節並列）5）の技法についても前2作に比べ、
いる。
若干ではあるが用例数が増えて
Table　5．三部作におけるParisonの分布比較（韻文例のみ）
反復回数 2 3 4 5 Tbtal
1％ 6 4 1 0 11
2］σ6 24 4 1 0 29
3％ 23 9 0 1 33
（19）K．　Hen，　Poor　queen，　how　love　to　rne　and　to　her　son
　　　　Hath　made　her　break　out　into　terms　of　rage！　（3H61ユ．264）
（20）K。He　rz．　And　that　the　people　of　this　blessed　land
　　　　May　not　be　punish’d　with　my　thwarting　stars，
　　　　Warwick，　although　my　head　still　wear　the　crown，
　　　　1　here　resign　my　governrnent　to　thee，　（3H64．6．22－24）
（21）K．Edw．　Now，　Warwick，　wilt　thou　ope　the　citygates，
　　　　Speak　gentle　words　and　humbly　bend　thy　knee，
　　　　Cal1　Edward　king　and　at　his　hands　beg　mercy？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3H65．1。21－23）
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6．Hypa皿age
　Hypallage（代換法）6）についてもTable　6に見られるとおり、前2作に比べ2回～4回の各
反復例が大幅に増えている。また前2作には見られない5回、8回という反復例も1例ずつ
ではあるが観察された。これらはRichard（後のRichard　the　Third）によって語られる
独白中において見られる。各例は以下のとおり。
Table　6．三部作におけるHypallageの分布比較（韻文例のみ）
反復回数 2 3 4 5 8 Tbtal
1∬6 1 1 0 0 0 2
郷 8 14 1 1 0 24鋤 14 12 8 1 1 36
（22）2．　Mar．
　　陥at　is　it，　but一
　　鱒灘鰯灘灘麟灘far　before　thy　time？　　（3H61．5－237）
（23）Ed〃．翻鱒購Iwm　create　thee
　　A且d鰯繍鱗難繍撚灘鱗灘纏醗鱒襲
　　鱒＿　　　　　　　　　　　　　　（3H62．6，103－105）
（24）Glou．1’】1　drown麹醐鱒繭灘灘國璽■團顧醗灘
1’皿slay
Deceive　more　sliy－could，
And樋take　another　Troy．
Ican　add　colors－
Change　shapes－f（｝r　advantages，
And籔顧願薩麟難麟顛爾薩醐隆鱒鱒難鰹to　schoo1．
　　　　　　　　　　　　　　　　（3H63．2．186－193）
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まとめ
　今回の3H6における修辞法を前2作のIH6，2H6と比較すると、　alliterationやrhymeとい
う部分では、3H6での例数が減少している代わりに、　anaphoraやrepetitionなどの部分
では前2作を大幅にしのぐ用例数が見られた。3H6ではこれらの修辞法が登場人物の心
理状況をそのセリフで語らせる際に、非常に有効な手段であることをシェイクスピアが
意識して前2作よりさらに多く用いたことが容易に推察される。「反復」によって観客の
耳に、長いセリフのリズムを植えつけながら、飽きさせることなく「聴かせる」のであ
る。二度の反復は基本であるが、さらにもう一度加わった三度の反復が独特の安定した
リズムをシェイクスピアのセリフ中にもたらしている。そしてこの手法は第一四部作の
最終作Richard　the　Thirdを始めとして、その後の四大悲劇やロマンス劇他、多くの作品
にも受け継がれる。シェイクスピアがその文体の手本としたであろう聖書に既にこの反
復の原形が見られる。今後の課題は、旧約（ヘブライ語）や新約（ギリシャ語）に英語
のこの「伝統」がどのくらい見出されるかを調査することにあろう。
Notes
1）一般にはこの三部作に続くRichard　the　Thirdを含め第一四部作と称せられる。
2）テキストであるThe　Riverside　Shakespeareに基づく。
3）The　Riverside　Shakespeare版を参照。
4）この日本語訳についてはG．L．ブルックの日本語訳（三輪伸治他）を参照。
5）ihid，
6）ibid．
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Frequency　Survey
Rhyme　in　3H6　frq：33，　rhyme　for　exit：5
1．L1．114－115　／hed／ 12．25．86－87　／ho：t／ 23．4ユ．4142　／f士o：ns／
2．L4．97－98　／ea／ 13．2．5．121－122／il／『exit24．4．3．34－45　ねi／　　exit
3．1．4．107－108　／ed／ 14，2．525－26∠ρノ’∫／ 25．4．5．28－29　　血Dn／　exit
4．1．4．16n62　／ioz／ 15．2．6．29－30　／bst／ 26，4．6．97－98／ni／
5，2．1．51－52　／troi／ ユ6，2，6，ユ09－UO／on／　exit 27．4．6．99－100　／aDn／
6，2．2．61－62／θ／ 17，3．2．123．124／hAn∂robli／28，窪．6．101－102／i／
7．2．2．131－132危it／ 18．3．2．171－172／krAun／29，4．7．87－88　んi／
8．2．5．2－4　　ねit／貨every　sg　line19．3．3．13－14　たoz／ 30．4．8．60－61　たi／
9．2．55－7／i：／ 20．3．3．36－37　ねit／ 31．5．1．4－5／mont∂91u／
10，2．5．6－8　／w壬nd／ 21．3．3．42－43／sρrou／ 32．5．6．90－91　たst／
11．2．5。ユ0－11　／est／ 22．3．3．239－240／1ρigriti／33，5．6．92－93　　ノをu：ln／　exit
Alliteration　in　3H6②：69 ③：22 ④：1
1．1．1．9　／S／　　　③ 32．2．3．41／s／　② 63．3．3．200／f／　　　③
2．1．1．48　／pl／　② 33．2．5．2　／k／　② 64．4．1．53／b／　②
3．1⊥94　／δ／　② 34．2．5」6加／② 65．4．1．55／b／　　③
4．1．1．95　／δ／　　　③ 35．2．5．19砲／　② 66．4．1．75／f／　　　③
5．1．1．96　／δ－／　② 36．2．5．57／s／　② 67．4．2ユ1／f／　②
6．1ユ．157／P／　② 37．2．5．61〃　② 68．4．3．20　／m／　　③
7．1．1．182／k／　　② 38．2．5．76／脚／　② 69．4．3．22／s／　②
8．1．1．183　／f／　　② 39．2．5．76／tgir／② 70．4．3．27／h／　②
9．1⊥267　／w／　② 40，2．5．78／b／　　③ 71，4．3．33／f／　　　③
10．1．3．43／評　　② 4L2．5．82／f／　② 72．4．8．6　／1／　②　　・
ll．1．4．48／f／　　　③ 42．2．5．130／f／　② 73．4．8．26／h／　②
12．1．4．50　／tw／　② 43．2．6．2／wh／② 74．5．1．57／w／　②
13．1．4．86／m／　② 44．2．6．43／1／　② 75．5⊥68／b／　　③
14．1．4．165／k／　　② 45．2，6．43／d／② 76．5．1．69／b／　　　③
15．L4．167／h／　　② 46．2．6．45／f／　② 77．5ユ．77／b／　　③
162⊥99／w／　　③47．2．6．50／s／　　③ 78．5．1．80　／k／　　　③
172．1．105／m／　② 48．3．2．15／w／　　③ 79．5．2．27／r／　②
18．2．1．145／P／　② 49．3，233／w／② 80．5．2．29／w／　②
19．2．1．170／m／　② 50．3．2．35／1／　② 81．5．2．31／P／　②
20．2．1．177／θ／　　　③ 51．3．2．56／θ／　② 82．5．2．37／k／　②
21．2．1．182／w／　② 52．3．2．57／m／② 83．5．3．14／θ／　②
22．2．2．30／f／　　② 53．3．2．59／レ　② 84．5．6．4　／9／　　③
232．2．68／θ／　② 54．3．2．66／P／② 85．5．6．48／d／　②
24．2．2．133／δ／　　③ 55．3．2．66／m／② 86．5．6．70／m／　②
25．2．2ユ43／b／　② 56．3．2．183／k／　② 87．5．6．79／m／　②
26．2．2ユ46／δ／　② 57．3．3．12／d／　② 88．5．7．13／s／　　③
27．2．2．146／f／　② 58．3．3．22／t／　② 89．5．7．16／δ／　②
282．2．157／f／　　　④59．3．3．75／d／　　③ 90．5．7．24／b／　②
292．2．176／w／　　③ 60，3．3．152／nAθlg／② 91．5．7．26／1／　②
30．2．3．5　／sp／② 61．3．3．153／ju／　　② 92．5，7．28／b／　②
31．2．3．13／w／　② 62．3．3．153／kw／　　②
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Anaphora　in　3H6・②：51　③：18　④：5　⑧：1
1．1ユ．105－106Thy．．　　②27，2．5，31－38So　many＿（⑧⑦）53．3．3．53－54　And　　　②
2．1．1．176－177　What　　②28．2．5．48・49　His　　　　②54．3．3．60－61　P．ph．with　②
3．1．1．197・199　Tb一　　　③29．2．5．52－53His．．　　　②55．3．3．83－87　Henry　　②
4．1．1．207－210　And一　　④30．2．5．97－100The＿sub．　　④563．3．109　　　　　　Vbc．　　　　　　　　③
5．1⊥221－222　0r一　　　②31．2．5．109・111Q．　Was　ever＿？③57．3．3．188－190　Didl＿？　　③
6．1．2．7－8　　About　　②32．2．6．9－10　And　　　　②58．3．3．200－201And　　　②
7．1．3．12－15　And　so　he　②33．2．6．59－71Clifford．．　　③5933．227－231艶11him．．　③
8．L3．32－33　And　　　②34．2．6．73－74Thou　　　②60．3．3．236－237　And　　　②
9．1．4．23－24　And　　　②35．2．6．86－87　And　　　　②61．4．3．37－40　Nor　how　to．．．④
10．1．4．40・42　So．．　　　③36．3．1．16－17Sub．　　　　②62．4．6．71－73　His，　　　③
ll．1．4．45－47　And　　　③37．3．1．18－20No．，　　　　③63，4．6，93－94　　　　vph．　　　　　　②
12．1．4．61－64　So．．　　④38．3．1，37－38Her．．　　　②64．4．7．46－47　0ur．．　　②
13．1．4．96－97　Ay一　　　②393．1．63－64Not　pP．　　　②65．4．8．4・5　　And　　　②
14．L4．128－1321Tis一　　　③40．3．1．78－79And　　　　②66．4．8．41－43　sub．　My　　②
152．1．18－19　Sub．　　②41．3．1．100－101Andwhat，．②67．4．8．45－46　Nor（vph），②
16．2ユ．65－66　Sub．　　②42．3．2．44－45　What．．　　　②68．5．1．37－38　And　　　②
17．2，1．125－126　0r一　　②43．3．2．69－70丑）telL　　　②69．5．1．98－99　And　　　②
18．2．1．183－184　And　　②44．3．2．71－72Why　then．．　②70 5．2．7－8　　My一　　　②
19．2．2．ll－16　Who／Not．．③45．3．2．84－86Her．．　　　③71．5．2．41－43　And　　　③
20．2．2．151－152　And　　②46．3．2．95－96And　thatis．．②72．5．4．79－80　n．ph．His．．　②
21．2，3．9－10　0ur　　　②47．3．2．14U42　And　　　②73．5．6．8－9　　So．．　　　②
22．2．3．50－52And　　　③48．3．2．156・157Tb，，　　　②74．5，6．39－40　And　　　②
23．2。4．7－9　And　　　③49．3．2．159－160　πb．，　　　②75．5．6．44－45　The＿sub．　　②
24．2．5．5－8　Sub．　　　②50．3．2．186－188　111L．　　　③
25．2．5．22－24　Tb一　　　③5L　33．35－36　0ur一　　　　②
26．2．5．26－29　How　many＿④ 52．3．3．40－4ユThe　more一　②
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Repetition　in　3H6（incld．17　anapholas）②：86③：109④：・6⑤：1
1．1．1．56P，obj．his③ 52．2．1．ユ294311ike．③ 103．3．2．84・86n．　Her
?
154．5．ユ，72voc． ②
2．1．1．72　w． ③ 53．2．1．ユ33一ユ34p．ph．② 104，3．2．95－96And② 155．5．1，86adl． ③
3．1．1．75　w． ② 54．2，1，ユ38n． ③ 105，3．2．97－98too．．② 156．5．1．98－101voc③
4．1．1．76　thy．んhine② 55．2，U39　haste② 106，3．2．ユ13－U5　w．③ 157，5．2．lsent． ③
5．1．1．79－80w， ② 56．2．L156　n．P．obl③ 107，3．2．ユ25w． ③ ユ58．5．2．7．8（5．2，7③）n④
6．1．1．ユ78　w，
?
57，2，1，ユ60・63sent．② 108，3．2．130w③ ユ59，5．2．9・10n．ph．③
7．1．1，223－225vph．③ 58，2」．183－1850nce．．
?
109．3．2．140－142sent．
?
ユ60，5．2．12一ユ4rel，③
8．1．1．232n．ph．　thy③ 59．2．1，192－193n．　ph③ llO．3，2．144－145mys．
?
ユ61．5．2．21－22Q，
?
9．1，1．238・240senし③ 60．2」」98n．ph ③ lll．3．2．166　to，． ③ ユ62．5．2．24n．ph．my③
10．1．1．246n，ph．② 61．2．2．1M6　sent為ent③112．3，2，191－193v．
?
163．5，2．27w． ③
11．1．1．248n．ph．② 62．2，2．37－38w ③ 113．3，3．13－14vph．③ 164．5．2．29voc． ②
12．1．1．253－254And② 63．2，3．9－10sent．　Our③ ユ14．3，3．24－32sent．③ 165．5，2．41－43And
?
13．ユ．2．5Q． ② 64．2．3，11Q． ② ユ15．3，3，34－36sent．③ 166，5，2．43more　he．．②
14．1．2．36β8！40sent．③ 65．23，19sent．② 116．3．3．40－41sent，② 167．5．2．50Away②
15．1．2．43　w， ④ 66，2．3．30vph． ② 117，3．3．49－50P．ph．③ 168，5．4．7・8adj．
?
16．1．2．66－67p．ph．with②67．2．3．36w． ③ ll8．3．3．60－61　p．ph．輌t②169，5．2．13－14Q．②
17．L3．16一ユ7　P，ph．w4t②68．2．3．50・52And③ 119．3．3．ユ24－126sent③ 170．5．4，16・18sub．③
18．1．4．4－5n．ph② 69．2．5．5－10Now③ 120．3．3．157n，ph．② 171，5．4．16－18v． ③
19．1．4．16・ユ7n．ノ10rβ② 70．2．5．47－49His．．．n．③ 121．3．3．160Q． ② 172，5．4．25－27sent．③
20．1．4，70・71Qsent．② 71．2，5．54w． ③ 122．3．3．163－166n．ph．③ 173，5．4．29－32you③
21，1．4．73・78Qsent．③ 72．2．5．69－70sent．② 123．3．3．176・178③ 174．5．4．35－36P．ph．③
22，1．4．90　ph． ② 73．2．5．83no ③ 124．3．3．180n．ph．② 175．5．4．54vph． ②
23．1，4．91w． ③ 74．2．5．85v ② 125．3．3．202n，ph．obj② 176．5．4．73voc． ③
24．1．4，97－98senし② 75．2．5．89excla．sent．③ 126．3．3．216－218n．ph．③ 177，5．5．29－30vph．②
25．1．4．107P．ph．with② 76．2．5．90adj． ③ 127．3．3．218n．ph．③ 178．5．5．34－35voc．③
26，1．4．120w ③ 77．2．5．92－93n．obj② 128．3．3．246－247p．ph．③ ユ79．5．5．38－391mp．②
27．1．4，121－122w．③ 78．2．5．96adj．pity③ 129．4．1．15sent．③ ユ80，5．5．49Q．what？
?
28，1，4．143一ユ44sent．② 79．2，5．97－100The④ 130．4．1．43－45P．ph．③ 181．5．5．50n，ph、 ②
29．L4．ユ49　w，　thee．② 80，2．5」03408How＿1③131，4．1，76sent．
?
182．5．5，51voc．
?
30．L4．ユ52　au瓦would
?
81．2．5」09．111Was＿？③132，4，ユ，78・79rel．cl．
?
183．5，5．52voc． ②
31．L4．1540bj．② 82，2．5．U4－1ユ7sub々om③133，4．ユ．99－110Tbll③ 184．5．5，59－60sent．②
32．1．4．161一ユ62sent．② 83．2．6．9－10Q ② 134，4．L127一工34＞ph．③ 185．5．5，61voc． ③
33．1，4，ユ68n，ph．② 84．2．6．21－22Q． ② 135．4．2．14・16n，ph③ 186．5．5．73do． ③
34．1，4．175一ユ76Here魯③ 85．2．6．25－26not　pity② 136．4．2．24－25、～ph．③ 187．5，5，76senし②
35．1，4．179一ユ80荻）rk③ 86．2，6，29voc．
? 137．4．6．3－4n．ph．youL③188．5．5．77－78Q．③
36．2．1．4－7sent．
?
87．2，6，58－59sent．② 138．4．6，22－24③ 189．5．6．3－6good．④
37．2，1．31－23See　how②88．2．6，63nor．， ② ユ39．4．6，39n．ph．③ 190．5．6．7－8sent．②
38．2．1．29v． ③ 89．2，6．69・71voc！歓．③ ユ40．4．6，50－55A朋dB③191．5．6．17vph．③
39．2，1．3ユn．ph． ③ 90．2，6．73．74sent．thou②ユ41．4．7，　1sent．③ 192．5．6．22－24sent．thy③
40．2．1．54－59n．ph．② 91．2．6．103－104sent．③ ユ42．4，7．72n．England．③193．5．6．39・40And．．③
41．2，1．64n．ph．② 92．3，1．15voc．　Henry② 143，4．8．1－2sub．③ 194．5，6．41－42AぬrB③
42．2，1．69no．　n．ph．② 93．3．ユ．16－17Thy，．③ 144．4．8．IH8　thou．③↑ 195．5，6．44－47sent．④
43．2．1．70voc． ② 94．3，1．37・40Her．．，will④ユ45．4，8．12n． ③3 196．5．6．49－50n．ph．②
44．2，1，70－72sent．② 95．3．ユ．4ユnor ② 146．4．8．14－15n．③↓ 197．5．6．67down．②
45．2．ユ．77－78sent．③ 96．3」．43－48sub．
?
147，4．8．25voc．② 198，5．6，68n． ③
46．2．ユ．77－78sent．② 97．3．L62－64　not　p．ph③ 148．4。8，30・31voc．③ 199．5，6，77inf． ③
47．2」．80・81n．ph．③ 98．3．2．58－59n．ph．② 149．5．1．2ユー23vph．⑤ 200．5．7．43－44prep，o．③
48．2．1．87sent．② 99．3．2．62my．． ③ 150．5．1．26－27vph．
?
201．5．7．45n． ②
49．2．1．89－90His．．③ 100，3．2．68－69sent．②↑ 151．5．1，48　vph．
?
50．2．1．ユ01voc② ユ01．3．2．71－72sent．②3 152．5．L59　voc．
?
51．2，1．122△25／q26ph．③ ユ02．3．2．74－75sent．②↓ 153．5ユ．67voc．
?
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Parison　in　3H6②　23③　9⑤　1
1．1，1．195② 12．2．1．112－ll4③ 23．3，3．10－U②
2．1．1，217② 13．2．王．122－126③ 24．3．3．202②
3．1．L238－240③ 14．2，2．19－24② 25．4．1．74②
4．LL264② 15，2，2．42② 26．4．1．136②
5．1，1，269② 16．2．2．86② 27．4．1．138441②
6．L4．4－5② 17．2．3．30② 28．4．3．8－9②
7．L4，16－17② 18．2．3，36③ 29．4．6．22－24③
8．1．4．lll② ユ9．2．5．42－45② 30．4．7．72③
9．L4．143－144② 20．2．5．47．49③ 31．5．1，21－23⑤
10．L4．152② 21．2，5．78② 32．5．1．26②
ll，2．1．54．56② 22．3，2．191一ユ93③ 33，5，4．35－36③
Hypallage　in　3H6②14③12④8⑤1⑨．1
1．1．1．105．107③ 14．2．1．192－193③ 27．5．ユ．38②
2．1．1，156④ 15．2．2，17－18② 28，5．ユ．98－101③
3．1．1，223－225③ 16．2，2．78－80④ 29．5，4．13－14③
4．1．1．235－237② 17．2，2．136－138② 30．5，4．16－17②
5．1，1．246② 18．2．4．6－9④ 31．5．4．16－18③
6．1．1．248② 19．2，5．56－59② 32．5．4．25．27③
7．1，2．43④ 20．2，6．103－105③ 33．5．4．29－32④
8．1．4．121－122③ 21．3，ユ．84－85② 34．5，4．77－79③
9．1．4．141④ 22．3，1，86－87② 35．5，5．56②
10．L4．142⑤ 23．3．2，ユ76－178④ 36．5．7．5．12④
1ユ．2，1．14－15② 24．3，2，186－193⑧
12．2．1．56－57② 25．3．3．83．87③
13．2．1．156③ 26．4．6．三8②
（本学教授）
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